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1 動機・目的

釧路湿原は、約190㎢の面積をもつ日本最大の湿原で、多くの貴重な動植物の生息地となっている。しか
し、1940年代から2000年代にかけてその面積は約30%減少しており（北海道開発局）、草原化が深刻
な問題となっている。特に、年々変化する広大な草原化領域を正確に把握できていないことが課題である。
その主な原因として、湿地保護の観点から実地調査が制約を受けること、さらには調査に膨大な費用と時
間を要するため頻繁に実施できないことが挙げられる。
湿原の草原化を把握する方法として、従来の研究では衛星画像解析による植生分類が試みられてきた。
これにより、ヨシやスゲの生息域、ハンノキの侵入域が可視化されている。しかし、分解能30mの
Landsat画像では精度が不十分であり、特定バンドを用いた画像演算では正確性に欠ける。また、多数の
植物種分布を把握するまでには至っていない（山形ら,1996）。
我々は、湿原に生息する複数の植物種の反射スペクトル（420-840nm）を計測し、植物種を判別するた
めに必要な波長域の違いが明確化できれば、上記の課題を克服できるのではないかと考えた。
本研究では、釧路湿原の草原化を把握するため、生息植物の反射スペクトルを実測し、その分光特性を明
らかにすることを目的とする。これにより、植物種判別に有効な波長域を特定することができれば、釧路湿
原に留まらず、衛星画像を活用した高精度な湿地草原化調査が可能になると期待される。

２ 方法

① 釧路湿原温根内地域で優占種である、シダ、ハンノキ、ミズゴケなどを分光器で撮影
② 得られたデータをスペクトル化し植物ごとの差異を見て、使用する衛星画像の波長を決定
③ 衛星画像をダウンロード
④ QGISで衛星画像を解析（教師付き分類）
⑤ スペクトルデータでマッピング化
⑥ ④⑤を比較

３ 結果 ・ 考察

右記は令和6年7月２５日晴天午前１０時頃に行ったフィールドワークをもとに作成したグラフである。
グラフの平均を比較すると、波長550nm・670nmあたりと７２０nm以上で違いがみられた。
520～570nmではミズゴケの反射率が他の２種と比べて低くなっており、６７０nm付近ではハンノキの
反射率は他の2種よりも低くなっていた。
しかし720nm以上をそれぞれの植物データの分散が大きく、植物ごとに明確な差があるとは言えない。
また可視光は雲の粒や空気分子によって吸収・拡散されてしまうため衛星画像から求めた反射率と実測値
は異なってしまうが、本研究では同波長帯での植物ごとの反射率の差異の大きさをみるため問題ない。
下記はQGISを用いて、フィールドワークを行った地域の、それぞれの植物のNDVIと反射率を教師デー
タとして、値が同じである範囲をピクセルごとに色分けした画像である。2つの画像を比較すると、シダ・ハ
ンノキ・ミズゴケの分布が大きく異なってしまった。これは、教師データのNDVIが同じ植物でも場所によっ
て異なってしまったことや、今回解析したsentinel-2衛星画像の分解能が10mであるため同じピクセル
に数種類の植物が存在することが原因と考えられる。
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４ 課題 ・ 展望

本研究において、分光器での撮影時には太陽の向き、対象物との距離や角度に考慮する必要があるが、
今回の調査では撮影毎に撮影条件を記録していなかったため、全ての写真が同じ条件で解析することが
できなかったこと、得られた正確なデータ数が少ないことが課題としてあげられる。NDVIと反射率で植生
分布が異なってしまったことについては、分解能がより小さい衛星画像を用いることや他のバンドの反射
率を教師データにすることで改善したい。また、今後は他の植物種のデータも解析してより細かく植物種を
特定していきたい。
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